
書
道
講
習
会
と
石
橋
犀
水

⑩
 

敗
戦
に
よ
っ
て
軍
国
主
義
日
本
が
崩
れ
去
る
や
、
政
府
は

G
H
Q
の
指
令
に

甚
づ
い
て
民
主
化
、
近
代
化
政
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
た
が
、
こ
れ
に
即
応
し

て
芸
術
の
分
野
で
は
ま
ず
民
主
化
、
近
代
化
の
方
法
と
し
て
西
欧
先
進
国
の
芸

術
を
手
本
と
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
恰
も
明
治
維
新
直
後
の
よ
う
に
西
欧

一
辺

倒
の
風
潮
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
戦
時
中
に
著
し
い
圧
迫
を
受
け
て
い
た
西
欧
芸

術
志
向
の
解
放
で
も
あ
り
、
展
覧
会
や
出
版
物
に
よ
っ
て
、
西
欧
芸
術
の
動
向

一
方
、
戦
中
の
日
本
中
心
主
義
に
支
え
ら
れ

て
曲
り
な
り
に
も
安
泰
を
誇
っ
て
い
た
伝
統
芸
術
、
日
本
画
、
書
、
邦
楽
等
々

は
甚
し
い
否
定
を
蒙
り
、

一
種
の
自
信
喪
失
に
陥
～っ
て
低
迷
を
来
た
し
た
。
そ

の
苦
境
の
中
か
ら
、
や
が
て
新
し
い
動
き
が
始
ま
り
、
日
本
画
の
分
野
で
は
昭

和
二
十
三
年

一
月
に
、
戦
前
に
お
け
る
日
本
画
壇
の
封
建
的
因
製
を
払
拭
し
て

「
世
界
性
に
立
脚
す
る
日
本
絵
画
の
創
造
」
を
期
す
る
画
家
の
組
織
、
創
造
美

術
が
発
足
す
る
。
本
校
日
本
画
助
教
授
山
本
丘
人
は
そ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の

一

人
で
あ
っ
た
。

書
道
界
で
最
初
に
こ
の
低
迷
打
開
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
本
校
講
師
石
橋
犀

水
で
あ
る
。
書
家
、

書
道
教
育
家
と
し
て
名
高
い
犀
水
は
、
昭
和
十
四
年
か
ら

比
田
井
天
来
の
後
任
と
し
て
本
校
図
画
師
範
科
の
習
字
指
導
を
担
当
し
て
い

た
。
彼
は
戦
後
小
学
校
教
育
か
ら
毛
筆
習
字
が
排
除
さ
れ
る
や
、
た
び
た
び
文

部
省
へ
復
活
の
請
願
に
行

っ
た
。
上
野
直
昭
日
記
（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十

八
日
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
同
僚
の
尾
上
柴
舟
と
と
も
に
、
本
校
に
書
道
科
を
設

け
る
よ
う
運
動
も
し
て
い
る
。

が
紹
介
さ
れ
、
歓
迎
さ
れ
た
が
、

漆

南

天

棚

吉
田
源
十
郎
作

三
、
二
十
四
年
の
二
度
に
亙
っ
て
本
校
で
開
催
し
た
書
道
講
習
会
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
戦
後
の
書
道
界
発
展
の

―
つ
の
契
機
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
第

一
回
は
文
部
省
、
東
京
美
術
学
校
共
催
書
道
講
習
会
と
称
し
て
昭
和
二
十
三
年

六
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
二
日
ま
で
の
問
を
前
期
、
後
期
に
分
け
て
開
催
さ
れ

た
。
要
項
が
現
存
し
て
い
な
い
の
で
詳
細
不
明
だ
が
、
受
講
者
の

一
人
寺
沢
秀

（
星
虔
）
に
よ
れ
ば
、
講
師
は
石
橋
犀
水
、
村
田
良
策
、
加
藤
常
賢
、
尾
上
柴

舟
、
辻
本
史
邑
、
浅
見
喜
舟
、
田
辺
古
咄
、
井
上
桂
園
、
金
田
心
象
、
藤
田
讚

陽
、
続
木
湖
山
、
鈴
木
翠
軒
、
上
田
桑
鳩
、
高
塚
竹
堂
、
服
部
北
蓮
ら
で
あ
っ

た
と
い
う
（
「文
部
省

・
東
京
美
術
学
校
共
催
長
期
書
道
講
習
の
回
顧
」

『書
学
』
五
二

四
•

五
二
五
号
。

平
成
五
年
十

一、

十
二
月
）
。
上
野
直
昭
も
講
師
と
し
て
レ
オ
ナ

ル
ド

・
ダ

・
ヴ
ィ
ン
チ
に
つ
い
て
説
く
筈
の
と
こ
ろ
停
電
で
中
止
し
た
旨
を
日

記
(
+
月
二
十
、
二
十
一
日
）
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
会
の
実
質
上
の
指
導
者

は
犀
水
だ
が
、
文
部
省
社
会
教
育
局
長
柴
沼
直
と
上
野
直
昭
を
顧
問
と
し
、
賛

助
員
二
十
六
名
を
置
き
、
そ
の
な
か
に
犀
水
は
本
校
の
中
村
正
義
、
村
田
良

策
、
尾
上
柴
舟
ら
と
と
も
に
名
を
連
ね
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
。

受
講
申
込
み
受
付
け
の
当
日
の
様
子
を
前
出
寺
沢
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る。

上
野
の
森
の
中
に
あ
る
芸
術
人
あ
こ
が
れ
の
学
校
、
そ
の
中
に
「
書
道
大

学
」
を
現
出
さ
せ
た
功
績
者
、
先
生
の
も
と
に
、
全
国
か
ら
、

書
道
内
地
留

学
生
が
殺
到
し
た
美
術
学
校
の
玄
関
受
付
は
大
混
乱
し
、
定
員
外
で
も
、
立

見
席
で
も
よ
い
と
、
嘆
願

．
哀
願
す
る
人
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。
犀
水
先
生

の
前
に
は
、
悲
願
の
人
々
が
押
し
よ
せ
、
騒
然
た
る
状
況
で
あ
っ
た
。
未
だ

彼
の
書
道
復
活
運
動
の
中
で
最
も
大
き
な
効
果
を
あ
げ
た
の
は
、
昭
和
二
十
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曾
っ
て
こ
れ
程
の
書
道
志
願
戦
争
と
も
云
う
べ
き
、
入
門
風
景
を
見
た
こ
と

が
な
い
。
正
に
「
鉄
門
限
」
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

必
死
」
座
り
込
み
を
辞
さ
な
い
数
人
も
出
た
ほ
ど
で
あ
る
。

第
二
回
講
習
会
に
つ
い
て
は
前
出
『
書
学
』
の
石
橋
犀
水
追
悼
特
集
号
（
平

成
五
年
十
月
S
十
二
月
号
、
同
六
年
六
月
号
）
に
要
項
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
左

に
転
載
す
る
。

書
道
文
化
の
振
興
と
書
道
（
習
字
）
科
赦
員
養
成
の
目
的
を
以
て
左

記
要
項
の
長
期
講
習
會
を
開
催
す
る
。

一
、
主
催

二
、
會
場

文
部
省

・
東
京
美
術
學
校

東
京
美
術
學
校
（
東
京
都
台
東
匝
上
野
公
園

谷
騨
下
車
）

{
1
、
前
期
六
月
一
日
（
豫
定
）
七
月
二
十
日

三
、
期
間

2
、

後

期

九

月

十

日

十

一

月

十

五

日

但
し
七
月
二
十
一
日
よ
り
九
月
九
日
迄
は
家
庭
宜
習

一
ー、

一

般

部

（

學

校

開

放

講

座

）

若

千

名

四
、
機
構

2
、
中
學
校
赦
員

（

投

成

）

部

一

0
0名

3
、
高

等

學

校

数

員

（

茂

成

）

部

五

0
名

1
、

一
般
部
（
學
校
開
放
講
座
）
は
資
格
を
問
は
ず
。

2
、
中
學
校
数
員
（
投
成
）
郡
は
小
學
校
本
科
数
員
免
許
状
又

一

は

小
學
校
習
字
専
科
免
許
欣
を
有
す
る
者
て
新
制
中
學
校

趣
旨

共
催
第
二
回
書
道
講
習
會
要
項

文

部

省

東
京
美
術
學
校

上
野
騨
又
は
鴬

「
求
道

社
會
科
學
閥
係
日
元
法
制
局
長
官

（
新
憲
法
論
）

自
然
科
學
閥
係
日
未
定
（
交
渉
中
）

中
學
校
の
習
字
は
國
語
科
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
國
語

科
免
許
状
が
授
興
さ
れ
る
。

日
一
般
部
（
學
校
開
放
諧
座
）
中
學
校
、
高
等
學
校
数
員
部
の
宜
技
を
除
き

た
る
も
の
。

人
文
科
學
閥
係

哲
學
日
元
東
京
美
術
學
校
数
授

藝
術
學

□東
京
美
術
學
校
教
授

東
洋
倫
理
學
日
東
京
大
學
数
授

口
中
學
校
部

1
、

一
般
数
蓑

七
、
講
習
内
容

講
義
内
容

註

六
、
特
典

五
、
受
講

資
格

文
學
博
士

六
輩
位
（
一
週
六
時
間
）

入

江

俊

郎

加
藤

村
田

艮
策

常
腎

小
塚
新
一
郎

者

3
、
高
等
學
校
数
員
（
投
成
）
部
は
藷
中
等
學
校
書
道
科
免
許

状
所
持
者
で
現
在
中
學
校
叉
は
高
等
學
校
及
ぴ
数
員
養
成

諸
學
校
に
於
い

て
書
道
科
（
習
字
）
を
搬
任
せ
る
者

講
習
修
了
者
に
到
し
て
は
密
道
科
（
習
字
）
に
開
す
る
躁
位
修

了
證
明
書
を
授
興
す
る
。
右
修
了
書
所
持
者
は
将
来
中
學
校

（
國
語
）
高
等
學
校
（
書
道
）
数
員
本
免
許
状
受
領
に
際
し
て

有
利
な
條
件
と
さ
れ
る
豫
定
。
（
申
請
中
）

以
上
の
學
校
に
於
い
て
習
字
及
畷
語
科
を
擦
任
し
て
ゐ
る
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（
口
）
書
道

特
殊

日
本
藝
術
院
會
員

文

學

博

士

尾

上

八

郎

購
座

H
東
京
美
術
學
校
長

日
本
藝
術
院
會
員

前
日
展
審
査
員

成
蹂
女
子
高
等
學
校
長

元
女
子
學
習
院
長

貨
技
因
（
一
週
十
五
時
間
）

八
、
受
講
料

一
般
部
前
期
六

0
0圃
後

期

六

0
0園

上

野

直

昭

豊

道

疫

中

川
村
員
一
郎

奥

田

正

造

下
村
壽
一

伺
高
等
學
校
部

一
般
及
数
職
赦
養
の
科
目
は
中
學
校
部
と
同
一
と
し
専
門
赦
蓑
の
教

科
課
程
及
講
師
は
右
の
中
よ
り
別
個
に
立
案
し
て
質
施
す
る

成
城
高
等
學
校
講
師

文
部
省
赦
科
書
編
集
員

金
田

上
田

吉
尾順

鑑
識
及
書
論
口
文
部
省
検
定
試
瞼
委
員

文
部
省
赦
科
書
編
修
員

前
日
展
審
査
員

前
日
展
審
査
員

鈴

木

春

視

高

塚

錠

二

辻

本

勝

己

西
川

寧

東
京
都
立
第
六
女
子
高
等
學
校
教
諭
熊
田
偉
一
郎

神
奈
川
師

範

學

校

教

授

中

田

蒲

一

埼

玉

師

範

學

校

赦

授

服

部

誠

一

（
ハ
）
國
語
國
文
學
日
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
赦
授
次
田

國
語
図
文
學
日
東
京
高
等
師
範
學
校
数
授
石
井

園

語

漢

文

學

日

東

京

大

學

教

授

文

學

博

士

加

藤

常

賢

國

語

漢

文

學

日

東

京

大

學

助

手

大

濱

浩

（
二
）
美
學
美
術
史

□東
京

美

術

學

校

赦

授

脇

本

十

九

郎

補
講

金
田

吉
尾

（
イ
）
書
道
理
論

中
國
書
道
史
（
一

、
五
）
東
京
美
術
學
校
講
師

日
本
書
道
史
（

一
、
五
）
東
京
美
術
學
校
講
師

石
橋
啓
十
郎

尾

上

八

郎

仲

田

幹

田

邊

萬

平

2
、
数
職
教
養

赦
育
原
理
日
文
部
省
師
範
数
育
課
長

”

日

東

京

美
術
學
校
教
授

赦
育
行
政
日
文
部
事
務
官

赦
育
心
理
日
文
部
事
務
官

學
習
指
導
日
文
部
事
務
官

日
東
京
美
術
學
校
講
師

石
橋
啓
十
郎

十
八
韻
位
（
一
週
三
十
時
間
）

東
京
美
術
學
校
講
師

文
部
省
検
定
試
験
委
員

文
部
省
検
定
試
験
委
員

文
郡
省
数
科
書
編
修
員

千
葉
師
範
學
校
教
授

廣
島
高
等
師
範
學
校
教
授

文
部
省
検
定
試
験
委
員

東
京
都
立
第
五
女
子
高
等
學
校
講
師

日
本
女
子
大
學
講
師

東
京
第
三
師
範
學
校
講
師

學
習
院
助
赦
授

文
部
省
赦
科
書
編
修
員

藤

田

民

治

数
授
法

3
、
専
門
数
捉

田
中

井
上

政
雄

重
三

鈴
木

高
塚

浅
見

錠
二

錦
吾

春
視

六
輩
位
（
一
週
六
時
間
）

敏
雄

西

本

順

上
野
芳
太
郎

井

坂

行

雄

石

森

延

男

玖
村

石
橋
啓
十
郎

員
幸

庄
司
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赦
員
（
投
成
）
部

九
、
申
込

り
一
般
前
期
は
五
月
十
日
よ
り
五
月
二
十
日
ま
で
に
後
期
は
九
月
五
日
ま

で
に
（
受
講
料
各
々
六

0
0闘
を
添
へ
て
）
直
接
東
京
美
術
學
校
書
道

講
習
會
係
宛
に
申
込
む
こ
と
。

＠
数
員
養
成
部
は
別
紙
申
込
書
の
該
常
欄
に
夫
々
記
入
の
上
考
査
料
（
三

0
0圃）

小
為
替
券
を
添
へ
所
屈
長
官
の
承
認
を
経
て
五
月
五
日
ま
で

に
東
京
都
台
東
謳
上
野
公
園
内
東
京
美
術
學
校
書
道
講
習
會
係
宛
に
申

込
む
こ
と。

り
受
講
者
の
選
抜
考
査
は
五
月
八
日
午
前
九
時
よ
り
正
午
ま
で
に
各
府
縣

師
範
學
校
（
二
校
あ
る
場
合
は
第
一
師
範
學
校
）
に
於
い
て
文
桧
豫
試

の
要
領
に
準
じ
之
を
行
ふ
。

但
し
東
京

・
埼
玉

・
千
葉

・
神
奈
川
は
直
接
東
京
美
術
學
校
に
於
て
之

を
行
ふ
。
（
用
紙
用
具
等
は
各
自
持
参
の
こ
と
。
）

受
諧
申
込
者
は
受
講
料
金
送
付
の
小
為
替
受
取
票
を
持
参
し
て
営
日
受

験
票
を
受
領
す
る
こ
と
。

⇔
答
案
は
速
逹
に
て
東
京
美
術
學
校
に
送
付
五
月
二
十
日
審
査
椋
定
の
上

合
格
者
に
は
電
報
を
以
て
通
知
す
る
。

困
合
格
通
知
を
受
け
た
者
は
五
月
二
十
七
日
迄
に
速
逹
に
て
正
式
に
申
込

を
す
る
こ
と
。
會
費
は
開
講
営
日
持
参
し
て
よ
ろ
し
い
。
尚
裳
日
迄
に

申
込
の
な
い
者
は
入
會
を
取
消
す
。

備
考①

一
旦
納
付
し
た
考
査
料
及
受
講
料
は
如
何
な
る
理
由
あ
る
と
も
之
を
返

前
期
一

、

0
0
0圃

後
期
一

、

0
0
0園

演
し
な
い
。

③
受
講
者
は
都
道
府
縣
敦
育
鹿
（
學
務
課
）
赦
員
組
合
等
の
了
解
を
得
て

内
地
留
學
の
形
式
を
と
ら
れ
る
こ
と
が
最
も
便
宜
と
思
う
。

③
質
技
講
習
手
本
料
は
本
會
に
於
い
て
豫
め
準
備
し
て
あ
る
が
箪
行
本
の

あ
る
も
の
は
持
参
し
た
方
が
便
利
で
あ
る
。

④
在
京
中
の
宿
泊
食
糧
等
は
な
る
べ
く
早
目
に
知
人
親
類
等
に
交
渉
し
て

定
め
習
か
れ
る
こ
と
な
ほ
外
食
券
は
本
校
食
堂
に
て
も
使
用

出

来

る。

③
規
則
書
入
用
の
者
は
返
送
用
封
筒
（
切
手
貼
付
、
表
書
記
入
）
を
同
封

の
上
東
京
美
術
學
校
書
道
講
習
會
係
へ
申
込
む
こ
と
。

⑱
講
習
に
必
要
な
用
具
は
校
内
に
賣
店
の
設
備
は
あ
る
が
一
通
り
持
参
す

る
が
よ
い
。

夏
季
洋
画
講
習
会

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
六
日
間
、
美
術
出
版
社
が
常
設
の
美
術

研
究
施
設
を
利
用
し
な
い
人
々
の
た
め
に
本
校
で
夏
季
洋
画
講
習
会
を
開
催

し
、
百
二
十
人
が
参
加
し
た
。
内
容
は
凡
そ
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
（
『
美
術
手

帖
』
第
十
号
。
昭
和
二
十
三
年
十
月
）
。

第
一
日

村
田
良
策
講
話
「
美
術
家
と
い
う
も
の
」
、

硲
伊
之
助
、

寺
田
春

犬
、
岡
鹿
之
助
、
荻
須
高
徳
指
導
実
技
（
石
行
テ
ッ
サ
ン
、
油
絵
人
物
、

屋
外
写
生
）

第

二

日

吉

川
逸
治
諧
話
「
リ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
、
実
技
（
同
前
）

第
三
日
今
泉
篤
男
講
話
「
ヴ
ァ
ル

ー
ル
に
つ
い
て
」
、
伊
藤
廉
指
導
実
技
、

今
泉
篤
男
の
案
内
に
よ
る
国
立
博
物
館
近
代
洋
画
展
観
見
学

⑪
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